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1.まえがき

ソフトウェアの開発過程を形式的に記述し，それを援に開発手法

の評価や開発支援を行おうとする試みがなされている.開発過程を

記述する場合， i!喜本となるモデルに応じて，さまざまな形式化が行

われる.例えば，開発過程を主義本作業の系列としてとらえた記述と

して，我々のグループは従来より関数型言語 PD L ( Process 

Oescription Language) とそのインタープザタを開発し，これを用

いた記述を試みてきた'21 このようなプロセス指向の記述とは対

称約に，開発過程において生成される生産物〈プロダ夕刊の没後

と相互関係に毒菱自したプロダクト指向の記述が考えられる ll1

本研究では，このような記述を PDLの関数に変換するトランス

レータを作成した.変換されたスクリプトをインタープリタによっ

て実行することにより開発支援システムが構築可能となる.

2.プロダクト防の関係記述
このトランスレータの入力となるプロダヲト潤の関係記述は，プ

ロダヲトのクラス分け及び実際のプロダクトへの対応の2つの記述
から構成される(図1参照)
プロダクトのクラス分けの3己主Eは，プロダクトを分類L，各クラ

スにE富有の作議〈操作〉を定めたものである.例えば C~言語による
ソフトウェア開発でのプロダクトは，ソースファイル，ヘッダファ

イル，オブジ品クトファイル，実行ファイル害事に分類され，ソース

ファイルのクラスでは，エディ y ト，コンパイル害事の作業が定義さ

れる.またこれらの墓本約なクラスを組み合わせて新たにクラスと

して定義でき，そのクラスに対する作室長を定めることでクラス聞の

関係が定畿できる.伊iえば，図2のようにソースファイルをコンパ
イルしてオブジェクトファイルとなる関係はモジュールのクラスと

して定義され，モジュールをリンクして実行ファイルになるという

関係は，プログラムのクラスとして定義される.

実際のプロダクトへの対応の記述は，現実のソフトウェア開発で

扱うプロダクトがどのクラスiこ!寓するかを宣言言したものである 例

えばあるソフトウェア開発でソースファイルのテラスに属する 7ァ

イルには main.cとfunc.cがある，というような宣言である.

この記述においては.プロセス指向の場合とは異なり作議系列の

実行liliiは指定しない.各作多量に付加した前縫条件が成立する作室長の
内の 1つを作護者が選択し爽行する.また，開発過程において扱う
プロダクトの数等l己変更があった滋会，容易に変E査が可能である.
3.変換後のPDLスデリプト
変換の結果トランスレータによって出力される PDLスクザプト

は，次の2つの部分から構成される.
・各プ口ダデトの持つ作室長を畿す関数群〈作業関数と呼ぶ). 

・各作主義の実行自鼠序を制御する関数(制御関数と呼ぶ). 

作霊長関数は，入力であるプロダクト伺の関係記述を変換すること

によって生成される関数で，この関数が評価されることによってエ

デイ y トやコンパイルなどといった慈本作業が行われる.制御関数

は， トランスレータが上記の関数群を緩み合わせることによって生

成する悪者数で，作芸員関数の評価順序を制御する.

Aιぷゑ主主主
作室長関数は，プロダクトのクラスで定義主された作室長を実需要のプロ

ダタトごとに対応づけ，倍々の独立した 1つの関数とするとによっ
て生成することができる.例えば，ソースファイルにエディットの

作業が定義されており，ソースファイルに main.C と func.cがあ

る場合 main.cおよびfunc.CIこ対するエヂィ y トを行う関数をそれ

ぞれ生成する.伊!えば図 1の記述より劉3の作業関数が生成される.
制御関数は，各作業関数の実行燭序を剥5揮するものである.プロ
ダクト閣の関係記述には，個々のプロダクトに対する作業及びその

作業を行うための条件〈前縫条件恒例えば，ソースファイんがなけ

ればコンパイルできない，オブジェクトファイルがなければリンク

できない苓の条件〉は記述されているが，開発過程全体の作量産系列

について定議していない. トランスレータは，行う作室長をユーザが

決定できるように次のような機能をもっ制御関数を生成する.

・作室長の選択は， ~越尾道的なメユ a ーの形式で実現する.
・メニューの選択肢は，前提条件によって制限する.

これにより，あるプロダクトに対し定義されている作業がメニュー

としてすべて表示され，実行することのできる作室長だけが自く表示

され，選択することができる.多の作業は灰色でま提示され選択する

ことができない.このようにして図 Iを変換した PDLスタザプト

の実行伊iが殴4である.ここでは，メニューの中から， func.cにつ

いての作擦が選択され， func.c1こ対する作業が更にメニューとして
表示される.この時前提条件が満たされていないため co岬 ile， vi 

ewiま，選択不可能となっている.

5.あとがき
このトランスレータによって，プログタト閣の関係記述を開発支

援システムに変換することが可能となった.今後の課題としては，

プロダヲト中心の記述とプロセス中心の記述の併用の手法などが考

えられる.
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プログナト際の関係記述
，プロダクトのクラス分け
ctextl 実際のプロダクトへの対応

procedure() = menu(editO.view())・l#cteXl="m託n.c"，"func.c"; 
editO = ... I#object =~main.o"."func.o"; 
viewO=... I#m吋ule= mdll，mdl2; 
existO = ，.. Imdl1.child =("main.cγmain.o"); 

Imdl2.child =("func.c"."func.o"); 
#module(ct:恥惚x'.ob:#objec'){ I#exe話 "main勺
pro田 dureO=m叩u(ctedi'O，ドprogramロpro;
if ctexistO then c'.viewO. Ipro.child =((mdll，md12.1 "main"); 
) if ctexistO th叩∞mpile())

留1 プロ1fヲト伺の関係の記述(書B骨)
Z首相伺，procedu日(5)= menubranch("menuselect main.c".[ 

["edi'".出 e，edit(“問自.c"))，
["view"，ma田，_cxist(S)，view("main.c")]，
[“compile"，ma田_exist(5)，∞mpi1e("main.c")]，
rexit"，t同e.5)).5);

func_proc吋U問(5)== menubranch("menuselect runc.c" ，{ 
[阿edit"，truc，edit(.. func.c ") J • 
["viewヘfunc山，exist(S)，view("釦nc.c")].
[、ompileヘfunc_exist(S)，compile("func.c")]，
{"exit"，出e，SJI.S);

関2 変換された PD Lスヲリブト

1i!l3 '7ラス閑の関係

1i!l4 実行時におけるメニューの例




